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特
に
武
蔵
野
新
田
を
中
心
と
し
て

の
研
究
に
当
つ
て
は
、
武
州
多
摩
郡
関
前
村
名
主
役
世
襲
の
家
柄
で
あ
っ
た

現
第
十
八
代
井
口
忠
左
衛
門
氏
所
蔵
「
井
口
家
文
書
」
を
そ
の
主
た
る
資
料

と
し
て
論
述
し
た
。
所
謂
、
そ
の
文
書
は
室
田
冊
四
六
五
、
室
田
状
二
三
五
七
、

総
計
二
八
二
二
と
い
う
大
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
研
究
は
何
ん
と
い
っ
て

も
こ
の
資
料
の
根
ざ
す
処
、
武
州
多
摩
郡
武
蔵
野
新
田
村
落
の
開
発
起
立
及

び
そ
の
形
、
成
を
解
明
し
、
更
に
実
証
附
け
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

新
田
が
開
発
さ
れ
る
た
め
に
は
大
資
本
を
必
要
と
す
る
が
、
之
に
該
当
す

る
も
の
は
、
当
時
の
豪
農
或
る
い
は
町
人
で
あ
り
、
彼
等
の
珪
一
同
負
開
発
と
い

う
形
で
そ
の
大
分
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
閣
の
事
情
を
特
に
考
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は

亦
武
蔵
野
台
地
上
に
お
け
る
諸
新
田
の
薄
地
亭
柄
と
い
う
一
連
の
協
調
性
を

も
一
層
明
確
に
す
る
も
の
台
あ
っ
て
、
窓
主
題
の
武
蔵
野
新
田
村
落
形
成
の

性
格
を
よ
り
よ
く
解
明
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
謂
わ
ば
未
開
発
地

井

郎

域
の
対
策
は
江
戸
時
代
中
期
に
幕
府
の
政
策
と
相
倹
っ
て
、
之
等
大
資
本
家

及
び
開
発
出
百
姓
達
に
よ
っ
て
鋭
意
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
は
多
く
の
問
題
を
苧
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

本

論

第
一
憲
武
蔵
野
新
田
形
成
過
程

弦
で
武
蔵
野
地
方
叉
は
武
蔵
野
新
田
と
称
す
る
は
現
在
の
東
京
都
下
北
多

摩
郡
の
中
部
、
中
央
線
の
通
ず
る
左
右
二
・

三
塁
の
聞
を
指
す
こ
と
と
す

る
。
所
謂
、
東
は
武
蔵
野
市
に
始
り
、
西
は
砂
川
町
に
終
る
。
胞
の
地
方
は

三
・
四
の
小
村
落
を
除
く
外
は
全
く
、
草
木
榛
々
と
し
て
十
里
無
人
の
荒
野

で
あ
っ
た
。
陀
の
地
域
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
鎌
倉
街
道
が
あ
っ
た
が
、
沿

道
の
人
家
は
殆
ル
ど
あ
る
か
な
し
の
有
様
で
生
粋
の
武
蔵
野
で
あ
っ
た
。
然

る
に
徳
川
氏
、
江
南
入
府
を
以
て
、
当
武
蔵
野
も
次
第
に
面
目
を
あ
ら
た
め
て

き
た
。
先
ず
こ
の
原
野
を
開
い
て
東
西
に
走
る
道
路
二
条
、
即
ち
、
一
つ
は

青
梅
一
街
道
、
他
は
五
日
市
街
道
宅
、
是
よ
り
漸
次
人
家
が
出
来
始
め
た
。

第
一
に
砂
川
新
田
が
五
日
市
街
道
に
沿
う
て
出
来
た
こ
と
。
第
二
に
新
町

七
五
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新
田
が
青
梅
街
道
に
沿
う
て
、
今
の
西
多
摩
郡
内
に
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
原
野
開
発
に
あ
ず
か
つ
て
最
も
大
な
る
効
を
な
し
た
も
の

は
、
承
応
三
年

三
六
五
四
U

多
摩
川
羽
村
水
元
よ
り
玉
川
上
水
の
疏
通
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
水
は
実
に
此
の
原
野
の
真
只
中
を
西
よ
り
東
に

貫
い
た
の
で
あ
っ
て
、
以
来
こ
の
水
を
使
っ
て
西
に
東
に
幾
多
の
小
部
落
が

出
来
た
。
次
に
こ
の
原
野
の
開
発
を
助
け
た
も
の
は
、
慶
安
・
明
暦
の
際
に

お
け
る
江
戸
の
大
火
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
大
火
の
後
、
江
戸
の
市
区
改
正

を
行
い
、
土
地
の
失
い
た
る
人
民
を
庇
の
野
に
移
し
て
土
着
せ
し
め
た
。
か

の
吉
祥
寺
新
田
・
西
窪
新
田
の
如
き
、
当
武
蔵
野
地
方
の
東
部
村
落
は
か
く

し
て
起
っ
た
の
で
あ
る
。
年
代
で
い
え
ば
明
暦
よ
り
万
治
を
経
て
寛
文
に
至

る
聞
は
、
民
の
種
の
勃
興
時
代
で
ま
た
こ
の
原
野
開
墾
の
最
も
濠
淵
た
る
時

代
で
あ
っ
た
。

然
れ
ど
も
尚
若
干
未
開
発
の
地
が
あ
っ
た
の
で
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
時
代

に
至
り
、
甲
地
・
乙
地
と
拾
っ
て
数
十
の
新
田
部
落
が
出
来
た
。
こ
れ
が
享

保
・
元
文
の
開
発
進
捗
で
あ
る
が
、
こ
の
新
田
部
落
は
建
設
早
々
元
文
年
中

の
大
飢
箆
に
あ
っ
て
人
民
の
散
亡
す
る
も
の
が
多
く
、
潰
家
は
お
び
た
だ
し

く
出
来
た
。
こ
の
時
に
当
り
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
以
下
、
当
地
方
開
発
世
話

役
川
崎
平
右
衛
門
等
は
私
財
を
も
投
じ
て
大
い
に
活
躍
し
、
こ
れ
ら
を
救
済

し
た
。
こ
の
救
済
策
は
明
治
初
年
ま
で
夫
会
養
料
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い

る。
武
蔵
野
は
幾
多
の
領
に
分
れ
て
い
た
。
即
ち
野
方
領

・
世
田
ヶ
谷
領
・
大

森
六
郷
近
辺
は
六
郷
領
、
北
多
摩
郡
府
中
近
郊
は
府
中
領
、
八
王
子
近
郊
は

中
井
領
、
五
日
市
近
郊
は
小
宮
領
、
青
梅
及
び
奥
多
摩
の
方
面
は
三
国
領
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
区
別
区
域
は
一
定
不
変
の
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
く

七
六

時
と
場
合
と
に
よ
り
若
干
の
相
違
が
あ
っ
た
。
所
謂
、
野
方
領
の
中
で
も
中

野
附
近
は
享
保
の
頃
に
は
中
野
領
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
野
方
領
の
範
囲
は
今

の
中
野
・
杉
並
の
各
区
を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
武
蔵
野
市
及
び
板
橋
区
の
一

部
で
東
西
凡
そ
四
塁
半
、
南
北
二
里
半
ば
か
り
の
区
域
で
あ
る
。

武
蔵
野
は
如
上
の
各
領
に
分
れ
て
い
る
が
尚
叉
そ
れ
を
よ
く
み
る
と
、
武

蔵
野
新
田
の
一
部
を
札
野
新
田
と
呼
称
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
こ
は
元
は

御
札
茅
場
千
町
野
、
略
し
て
単
に
札
野
と
も
い
っ
て
幕
府
御
用
の
茅
を
仕
立

て
て
置
い
た
所
で
あ
る
。
御
札
茅
場
な
る
意
味
は

「
幕
府
御
用
の
茅
」
と
い

う
札
を
立
て
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
千
町
野
と
い
う
の
は
其
の
区
域
の

広
い
た
め
起
っ
た
名
称
で
あ
る
。
現
武
蔵
野
市
字
関
前
・
西
窪
・
吉
祥
寺
や

三
鷹
連
雀
・
大
宮
前

・
中
高
井
戸
・
松
庵
新
田
等
は
何
れ
も
こ
の
札
野
の
中

に
存
在
し
た
。
こ
の
札
野
諸
新
田
は
一
切
平
等
主
義
に
よ
っ
て
、
土
地
を
均

等
に
各
百
姓
に
分
与
せ
ら
れ
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
小
屋
掛
料
・
農
具
種
子

代
等
も
貸
与
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
之
等
新
回
開
発
の
形
成
さ
れ
る
に
当
っ
て
、
寺
社
と
の
関
係
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
部
落
叉
は
新
田
村
に
お
け
る
精
神
の
統
一
的
な
面
と

し
て
(
勿
論
、
官
の
為
政
者
の
執
る
べ
き
問
題
で
あ
る
が
)
寺
社
の
出
現
が

あ
り
、
そ
れ
が
新
田
開
発
と
同
時
に
、
叉
は
、
そ
れ
以
後
と
に
分
け
て
み
る

と
、
従
来
大
概
は
新
田
開
発
の
完
成
さ
れ
た
後
に
之
等
の
寺
社
が
創
始
さ
れ

る
の
を
み
て
き
た
。
極
く
稀
に
で
は
あ
る
が
、
開
発
と
同
時
に
創
始
さ
れ
た

例
と
し
て
野
中
新
田
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

次
に
新
田
開
発
に
必
須
条
件
と
し
て
の
資
本
の
投
入
及
び
、
開
発
百
姓
に

つ
い
て
考
究
す
る
に
‘
武
州
多
摩
郡
札
野
関
前
新
国
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し

た
レ
。
高
井
戸
札
野
新
田
の
開
発
を
請
負
う
べ
く
、
関
村
ょ
っ
寝
袋
井
口
八

Hosei University Repository



郎
右
衛
門
は
寛
文
八
年
、
出
町
の
代
官
野
村
彦
太
夫
に
額
い
を
提
出
し
、
同
十

年
「
士
向
井
戸
川
孔
野
新
田
御
誇
之
党
」
を
と
っ
て
い
る
。

-
福
井
芦
札
野
新
田
御
誇
之
党

(
井
口
家
す
へ
量
一
目
)

一
、
私
と
も
新
田
ニ
御
請
負
申
上
侯
御
札
野
か
や
野
の
外
芝
閉
共
相
改
通
分

-
一
反
歩
増
無
之
一
二
ヶ
年
之
御
運
上
金
増
可
申
候
由
其
瑚
茂
御
理
り
ュ
付
今

度
私
と
も
ュ
内
改
被
仰
付
侯
間
改
仕
侯
御
用
か
や
か
り
場
三
拾
四
丁
ノ
外

三
百
九
拾
四
丁
余
御
座
候
廻
芝
間
五
拾
町
余
今
度
改
一
一
入
申
候
応
外
唯
今

迄
有
来
道
筋
除
申
侯
右
之
町
歩
少
茂
偽
り
之
儀
無
御
座
侯
私
と
も
瓜
畑
一
一

入
申
反
歩
御
座
侯
若
町
歩
隠
匿
侯
ハ
私
と
も
越
度
-
一
可
被
仰
付
侯

一
、
壱
ヶ
年
金
弐
百
七
拾
両
ヅ
ツ
一
二
、
ゲ
年
者
指
上
新
田
三
百
五
拾
町
余
と
申

上
候
得
共
不
見
侯
間
御
金
増
之
由
御
意
御
座
侯
右
惣
野
一
一

而
申
上
候
間
御

金
増
之
儀
迷
惑
存
上
申
候
御
か
り
次
第
金
増
シ
御
誇
可
仕
候

一
、
新
田
一
日
姓
壱
人
二
付
居
屋
敷
表
弐
拾
間
裏
五
拾
間
則
畑
者
屋
敷
之
そ

ハ

-
一
五
了
囚
丁
三
丁
割
ニ
可
仕
候
唯
今
造
者
新
田
も
右
之
通
ニ
御
座
候

一
、
居
村
之
儀
ハ
大
宮
前
-
一
而
一
村
武
蔵
野
境
三
一
村
三
ケ
村
エ
被
成
可
被

下
侯
乍
去
御
昆
合
次
第

一
一
可
仕
侯
当
亥
よ
り
畑
-
一
関
木
苗
倍
立
家
作
日
一
日

姓
多
用
度
奉
存
侯

一
、
寺
宮
地

一
村
二
守
壱
ケ
寺
氏
神
地
壱
ケ
所
y
、
御
立
可
被
下
候
円
、
口

コ
反
歩
三
丁
ヅ
、
ニ
可
仕
侯
御
差
置
も
御
意
次
第
可
仕
侯

右
之
通
新
田
屈
之
者
誇
攻
防
・
度
由
一
ニ
御
座
侯
通
史
御
手
袋
一
両
人
被
遺
御
割

渡
可
被
下
侯
乍
恐
書一
付
一
一
而
申
上
侯
以
上

質
文

十

年

関

村

戊

二

月

八

日

同

同

八

郎

右
衛
門
(
黒
印
)

姦

右

術

門

O

喜

兵

衛

O

野
村
彦
太
夫
絞

~ 

衛

f、
‘J 

高
井
戸

九

虫E

か
く
し
て
さ
し
も
の
広
漠
た
る
武
蔵
野
原
野
も
、
漸
次
こ
れ
ら
一
象
島
原
・
豪

商
の
自
分
の
利
益
を
主
と
し
た
資
本
投
入
に
よ
る
新
田
開
発
が
な
さ
れ
、
或

る
も
の
は
官
に
と
り
も
ち
、
或
る
い
は
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
か
の
井
口

八
郎
右
衛
門
は
自
分
の
財
力
と
腕
力
を
も
の
し
て
、
開
発
当
初
よ
り
享
保
十

年
に
至
る
凡
そ
六
十
年
間
に
、
関
村
九
町
八
反
五
畝
歩
、
大
宮
前
新
田
九
町

八
反
五
畝
歩
、
上
連
雀
村
九
町
八
反
五
畝
歩
、
関
前
村
拾
八
町
五
畝
歩
、
西

久
保
村
六
町
歩
、
下
連
雀
村
六
町
歩
、
計
五
拾
九
町
六
反
歩
と
い
う
広
大
な

土
地
を
収
め
た
。

次
に
水
利
の
問
題
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
は
新
田
開
発
進
渉
に
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
所
謂
か
の
武
蔵
野
台
地
は
砂
川
・
小
川
・
小

金
井

・
梶
野
・
札
野
等
に
百
一
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
地
下
十
数
米
掘
り
下
げ
な
け

れ
ば
水
に
あ
り
つ
け
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
江
戸
時
代
中
期
に
な
っ
て
、
漸

く
時
の
為
政
家
達
の
新
田
開
発
を
な
き
し
め
た
と
こ
ろ
だ
し
、
こ
の
点
か
ら

今
上
述
し
た
各
新
田
の
発
展
由
来
を
尋
わ
る
時
に
略
こ
の
問
題
知
直
ち
に
推

測
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
武
蔵
野
新
田
特
に
関
前
新
田
は
そ
の

一
聯
の
中

に
存
在
す
る
と
あ
れ
ば
、
大
概
そ
の
傾
向
が
予
知
出
来
よ
う
。
さ
て
こ
の
台

地
上
を
玉
川
庄
右
衛
門
同
清
右
衛
門
の
二
人
が
幕
命
に
よ
り
玉
川
上
水
を
創

設
し
、
徳
川
家
康
が
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
五
十
年
目
の
承
応
三
年

(一

六
五
四
)
に
竣
成
し
た
も
の
で
、
こ
れ
以
後
、
こ
の
近
郷
の
村
々
が
急
激
に

開
発
さ
れ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

次
に
関
前
新
田
に
お
け
る
水
利
の
実
際
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は

安
政
四
年
の
「
多
摩
郡
関
前
新
図
柄
問
諮
問
一
概
一
開
始
末
書
之
控
」
に
よ
っ
て

七
七

Hosei University Repository



み
る
と
、
大
凡
そ
の
状
況
が
察
せ
ら
れ
る
。

尚
こ
の
他
、
新
田
村
落
形
成
の
研
究
に
当
つ
て
は
、
村
政
面
か
ら
の
村
役

人
と
開
発
出
百
姓
と
の
関
係
、
夫
領
下
の
代
官
支
配
、
村
人
口
と
耕
作
地
の

広
狭
、
新
田
村
落
全
般
の
景
況
を
知
る
上
に
必
須
の
村
明
細
帳
等
々
の
具
体

的
事
例
を
挙
げ
つ
つ
論
究
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
弦
で
は
紙
面
の
都
合
上
省

略
す
る
。第
二
章
貢
租
を
中
心
と
し
て
み
た
新
田
村
落
の
実
態

本
意
で
は
、
特
に
之
等
新
田
村
落
の
貢
租
を
中
心
と
し
て
み
る
こ
と
に
よ

り
、
新
回
村
落
の
経
済
状
態
及
び
そ
の
盛
衰
関
係
を
論
述
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
幸
い
に
し
て
井
口
家
文
書
中
、
こ
の
種
資
料
が
年
代
を
追
う
て
比

較
的
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
一
節
割
付
よ
り
み
た
新
国

寛
文
十
二
年
三
六
七
二
)
代
官
野
村
彦
太
夫
に
検
地
を
受
け
た
関
前
村

(
本
・

新
田
の
う
ち
本
田
U

は
高
二
三
九
石
田
升
七
ム
ロ
の
と
こ
ろ
、
元
職
十

年
(
一
六
九
七
〉
に
千
川
上
水
増
引
五
斗
五
升
八
ム
ロ
の
た
め
、
二
三
八
石
四

斗
八
升
九
合
と
し
て
幕
末
に
及
ん
で
い
る
J

関
前
新
田

(
持
添
新
田
)
の
そ

れ
は
一
九
五
石
六
斗
五
升
三
ム
ロ
で
殆
ん
ど
幕
末
ま
で
そ
の
高
の
変
更
は
み
ら

れ
な
い
。
叉
、
田
畑
の
検
地
に
よ
る
位
付
は
屋
敷
百
三
拾
す
〈
、
上
畑
は
六
拾

交
、
中
畑
は
五
拾
文
、
下
畑
は
四
拾
文
が
そ
の
大
概
で
あ
る
。
尚
、
江
戸
時

代
中
期
以
降
は
天
変
地
異
に
よ
る
財
源
の
不
確
実
性
を
な
く
さ
ん
も
の
と
、

定
免
制
を
と
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
げ
十
ヶ
年
定
免
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
概

に
本
田
は
検
目
も
引
は
少
く
、
持
添
新
田
の
そ
れ
は
多
数
の
件
数
が
認
め
ら
れ

て
レ
る
。第
ニ
節

七
八，

一
学
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)
の
皆
済
目
録
を
み
る
と
、
年
貢
割
付
の
交
付

も
十
月
に
う
け
た
後
、
年
貢
皆
済
期
日
十
二
月
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

皆
済
の
結
果
、
受
領
証
で
あ
る
皆
済
目
録
書
を
、
翌
年
の
四
月
受
取
っ
て
い

る
。
そ
の
皆
済
方
法
は
、
年
三
回
に
分
け
て
納
付
す
る
の
が
最
も
普
通
で
あ

る。

午
御
年
貢
会
可
納
訳
(
井
口
家
文
書
〉

一
金
拾
三
両
壱
分
一
昨
一
一
日
什
日
制
夏
成

一
金
拾
三
両
壱
分
肝

M
M一
日

む

秋

成

一

残

金

午

極

月

十

日

迄

皆

済

右
日
切
之
通
無
遅
滞
可
相
納
候
尤
皆
済
之
儀
前
金
共
極
月
十
日
限
申
付
候
間

兼
而
可
行
其
意
侯
以
上

(
亨
保
十
一
年
牛
歎
〉

牛
四
月
岩
手
藤
左
衛
門
役
所
(
黒
印
)関
前
村

名

主

組

頭

惣

百

姓

右
御
書
付
之
儀
村
中
大
小
之
官
姓
可
承
知
得
以
上
連
判
差
上
申
候
以
上

午

四

月

忠

左

衛

門

ハ

黒

田

〉八

右

衛

門

O

惣
百
姓

以
下
四
十
名
連
判

皆
済
目
録
よ
り
み
た
新
回

尚
右
文
書
に
よ
る
と
、
当
年
は
本
途
永
三
拾
壱
貫
八
百
四
拾
七
交
の
処
、
品
村
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に
水
損
引
と
し
て
三
貫
八
百
八
拾
田
文
七
分
の
た
め
、
実
際
は
二
拾
七
貫
九

百
六
拾
弐
文
七
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
夏
成
秋
成
の
合
計
二
拾
六
貫
弐
分

を
差
引
い
た
も
の
が
残
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
弦
で
は
御
年
貢
物
納
で
な

く
、
御
年
貢
金
と
し
て
の
金
納
で
あ
る
点
に
注
目
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
小
物
成
藷
運
上
・
雑
税
よ
り
み
た
新
田

当
関
前
新
固
に
お
け
る
小
物
成
諸
運
上
物
に
つ
い
て
は
、
延
字
三
年
ハ
一

七
四
六
〉
「
関
前
村
持
添
新
田
の
村
差
出
帳
」
に
は
、
「
:
:
:
小
物
成
之
分
無

御
座
候
:
:
・」
と
あ
り
、
叉
関
前
村
本
田
の
そ
れ
は
、
文
化
六
年
(
一
八

O

九
)
「
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
ア
;
:
小
物
成
誇
運
上
物
無
之
候
尤
御
年
貢
之

外
高
通
り
ニ
而
御
伝
馬
宿
入
用
上
納
致
成
侯
・
・
・
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
、

当
村
本
新
田
に
お
け
る
小
物
成
諸
運
上
物
は
無
い
こ
与
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
幕
末
に
な
る
に
つ
れ
て
漸
次
、
農
間
渡
世
と
し
て
質
屋

・
美
子
商
・

潜
醤
油
・
荒
物
・
穀
物
等
の
小
売
商
を
な
し
、
冥
加
永
を
上
納
し
て
い
る
こ

と
が
資
料
に
見
え
て
い
る
。

第
四
節
助
郷
よ
り
み
た
新
田

武
州
多
摩
郡
関
前
村
に
お
け
る
、
加
助
郷
の
実
際
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る

と
、
先
ず
江
戸
時
代
の
五
街
道
所
謂
、
東
海
道
・
中
仙
道
・
日
光
街
道
・
甲

州
街
道
・
奥
州
街
道
の
う
ち
、
甲
州
街
道
が
、
当
地
方
に
関
係
を
も
っ
て
い

る
。
即
ち
江
戸
日
本
橋
に
始
り
、
呉
服
町
か
ら
八
重
洲
河
岸
・
外
桜
田
・
麹

町
四
谷
通
り
を
経
、
内
藤
新
宿
を
第
一
の
宿
場
と
し
て
そ
れ
か
ら
高
井
戸
宿

へ
来
る
。
こ
れ
よ
り
更
に
布
田
五
宿
・
府
中
宿
・
八
王
子
を
経
て
甲
府
に
達

す
る
三
十
四
次
で
、
当
村
は
こ
の
高
井
戸
宿
(
上
・
下
U

助
郷
三
十
五
ケ
村

に
属
し
て
い
て
、
当
一
村
の
名
主
井
口
忠
左
衛
門
は
そ
の
惣
代
と
な
っ
て
、
助

郷
村
々
に
関
係
す
る
諮
問
題
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
窃
の
官
に
歎
願

・
訴
訟

-
連
判
・
誇
室
田
等
一
切
の
代
行
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
抑
々
助
郷

と
い
う
の
は
、
大
名
行
列
の
通
行
、
番
衆
通
行
の
大
通
行
等
あ
る
際
に
臨
時

に
人
馬
を
補
給
す
る
義
務
あ
る
も
の
で
あ
る
。
初
め
は
高
百
石
に
つ
ぎ
馬
二

疋
、
人
足
二
人
の
助
郷
負
担
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
そ
れ
が
無
制
限
に
増
加

せ
ら
れ
た
為
に
、
助
郷
の
人
民
は
文
字
通
り
塗
一
炭
の
苦
し
み
を
嘗
め
た
の
で

あ
る
。
当
上
下
高
井
戸
両
宿
助
郷
三
十
五
ケ
村
と
て
も
そ
の
例
に
漏
れ
る
こ

と
な
く
、
幕
末
に
お
け
る
国
内
外
の
緊
迫
し
た
時
勢
と
共
に
、
甲
州
道
中
の

比
等
大
名
番
衆
の
通
行
繁
し
く
、
特
に
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
の
和
宮
様

御
降
下
の
際
の
助
郷
、
次
い
で
元
治
元
年
ハ
一
八
六
四
)
の
徳
川
将
軍
家
茂

の
長
州
征
伐
の
際
に
お
け
る
助
郷
動
員
に
至
つ
て
は
、
言
語
に
絶
す
る
人
馬

調
達
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
問
、
叉
こ
れ
に
代
る
金
銭
代
納
も
行
わ
れ
、
}
般

化
し
て
一
種
の
租
税
と
な
り
、
助
郷
農
民
の
経
済
生
活
を
い
ち
じ
る
し
く
圧

迫
し
、
農
村
分
解
の
一
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

第
三
章
新
田
村
落
に
み
ら
れ
た
諮
問
題

新
田
村
落
を
、
表
面
上
か
ら
み
る
と
、
如
何
に
も
無
表
情
の
如
く
み
え
る

が
、
一
度
そ
の
市
川
面
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
諸
種
の
問
題
の
苧
ん
で
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
に
挙
げ
る
ぺ
き
は
、
村
内
組
分
け
の
事
で
あ
ろ

う
。
即
ち
当
関
前
村
(
本
新
田
共
)
は
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
に
、
上
組

(
忠
左
衛
門
組
〉
、
下
組
(
定
右
衛
門
組
)
に
分
れ
、
両
組
に
は
っ
き
り
と

名
主
の
出
現
を
み
た
。
即
ち
当
村
の
諸
役
履
行
は
朔
日
よ
り
十
二
日
迄
は
上

級
が
当
番
に
な
り
、
十
三
日
よ
り
晦
日
迄
を
下
組
が
当
番
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
名
主
世
襲
か
ら
く
る
不
満
ゃ
、
村
内
の
新
興
有
力
者
が
抵
抗
し
、
こ

と
ご
と
に
対
抗
し
て
幾
多
の
紛
争
の
末
、
漸
く
功
を
奏
し
た
次
第
で
あ
っ

た
。
亦
凶
災
に
よ
る
新
田
村
落
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
即
ち
、
天
変

七
九
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地
異
に
お
け
る
、
夫
食
米
の
揮
借
に
つ

い
て
、
安一
暦
十
年

(
一
七
六

O
)
に

「
由
渡
」
が
あ
る
。
こ
の
文
書
の
内
容
を
調
ぺ
て
み
る
と
、
諸
国
の
村
々
百

姓
の
円
、
夫
食
叉
は
農
具
代
種
倍
類
焼
失
等
の
為
の
御
救
い
は
午
別
々
拝
借
を

仰
付
け
ら
れ
て
い
る
op
叉
米
・
金
銀
は
右
の
困
窮
の
軽
重
に
相
応
し
て
拝
借

出
来
、
そ
の
拝
借
の
未
進
の
分
は
棄
損
と
し
て
府
扱
わ
れ
て
い
る
当
村
に
お

け
る
こ
の
夫
食
養
料
に
つ
い
て
は
、
亨
保
以
降
幕
末
に
至
る
ま
で
そ
の
精
神

が
一
貫
し
て
お
り
、
夫
々
の
時
変
に
応
じ
て
、
時
の
要
路
者
の
施
政
が
あ
っ

た
。
か
の
元
文
・
宝
暦
の
際
の
凶
災
に
当
つ
て
は
、
川
崎
平
右
衛
門
・
伊
奈

半
左
衛
門
の
両
代
官
は
私
財
を
投
じ
て
ま
で
も
よ
く
当
地
方
の
夫
食
養
料
に

尽
さ
れ
た
功
績
を
求
く
後
世
に
伝
え
ん
も
の
と
、
武
蔵
野
新
田
八
十
二
ケ
村

共
同
で
謝
恩
塔
を
建
立
し
た
こ
と
は
、
よ
き
亀
鑑
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

徒
党
及
び
強
訴
の
御
触
高
札
は
明
和
七
年
四
月
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
訴

願
強
訴
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
起
る
か
は
小
野
武
夫
氏
の
論
考
に
詳
論
さ
れ

て
い
る
の
で
、
設
で
は
具
体
的
に
当
村
の
場
合
を
掲
げ
て
み
る
。
所
語
、
武

蔵
野
新
田
村
落
は
開
発
当
初
よ
り
薄
地
目
午
柄
難
渋
の
土
地
で
あ
っ
た
の
で
、

少
々
の
風
水
干
損
に
対
し
て
も
村
を
挙
げ
て
そ
の
対
策
に
苦
心
を
払
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
、
一
穴
変
地
災
に
お
け
る
夫
食
種
貸
金
等
の
歎

願
は
数
多
あ
っ
て
、
列
挙
に
い
と
ま
が
な
い
位
で
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
之
が

大
き
く
打
出
さ
れ
て
き
た
の
は
時
代
を
降
っ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
一
大
騒
優
で
あ
る
。
そ
の
事
は
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
九
月
十
二
日
に

差
出
し
た
歎
願
書
を
始
め
と
し
て
、
二
十
余
ケ
村
新
田
村
々
の
一
線
乱
れ
ざ

る
態
勢
の
下
、
更
に
此
等
村
々
役
人
の
議
定
連
回
等
々
、
お
互
い
こ
の
難
局

を
突
破
す
る
に
は
、
生
活
は
勿
論
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
も
倹
約
し
て
い
こ

う
と
す
る
強
い
意
志
表
示
が
見
ら
れ
る
。
然
る
に
、
設
に
二
ズ
御
門
訴
事
件

八
O

な
る
も
の
が
、
明
治
一
七
年
に
当
関
前
村
他
十
二
ケ
村
連
合
の
徒
党
騒
鐙
に
ま

で
発
展
し
た
3

こ
の
傾
向
は
徳
川
末
期
か
ら
明
治
維
新
に
転
換
し
た
処
の
間

隙
に
起
っ
た
も
の
と
し
て
、
全
国
杓
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
此
等
新

田
村
落
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
特
に
注
目
に
価
す
る
。

こ
の
他
、
土
地
所
有
の
移
動
よ
り
起
る
問
題
、
金
銭
其
他
の
出
入
問
題
に

つ
い
て
数
多
あ
る
が
、
比
等
は
亦
別
稿
と
し
て
論
述
し
て
い
き
度
い
。

あ

と

が

き

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
村
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
明
治
維
新
後
町
村
の

合
併
が
行
わ
れ
て
き
た
現
今
の
町
や
村
と
は
、
広
狭
に
し
ろ
数
に
し
ろ
、
そ

の
性
格
に
お
い
て
も
格
段
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

武
蔵
野
新
田
に
お
け
る
、
戦
国
時
代
の
武
士
の
帰
農
角
井
口
忠
左
衛
門
先

祖
、
一
二
浦
弾
正
・
平
ノ
義
清
と
号
し
、
永
正
十
三
年
ハ
一
五
二
ハ
)
上
杉
顕

定
・
憲
一
房
一
父
子
に
味
方
し
、
北
条
早
雲
と
鎌
倉
で
戦
っ
た
。
後
、
上
杉
家
離

散
と
共
に
平
ノ
義
清
は
豆
州
走
水
荘
井
口
の
郷
に
匿
れ
、
元
和
年
間
、
武
州

豊
嶋
郡
関
村
に
土
着
帰
農
す
る
。
)
)
に
係
わ
る
之
等
請
負
開
発
新
田
や
町
人

の
誇
負
新
田
角
野
中
新
田
の
如
き
出
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
種
々
理
由
も

あ
ろ
う
が
、
第
一
条
件
と
し
て
自
然
の
影
響
即
ち
一
連
の
武
蔵
野
台
地
上
で

あ
る
こ
と
と
、
第
二
条
件
と
し
て
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
怒
演

の
如
く
一
斉
に
人
工
的
開
発
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
、
か
く
し
て
官
民
の
資
本
投

入
と
相
倹
っ
て
、
弦
に
八
十
余
ケ
新
田
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に

お
け
る
諸
種
の
問
題
も
自
ら
苧
み
つ
つ
、
或
る
時
は
夫
領
支
配
下
に
あ
っ
て

、
或
る
時
は
村
自
治
に
関
す
る
問
題
も
数
多
く
あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
を

取
り
挙
げ
て
考
究
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
大
き
な
歴
史
の
涜
れ
の
一
貫
と
し

て
動
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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